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ガバナーメッセージ

ガバナー

（小樽南ＲＣ）
松浦 光紀

　４月に入り、小樽の自宅の屋根の雪も消え、庭
の雪の下から新しい草花の芽が見えてきました。
雪が多かったせいで、一部の雪囲いが破損してい
ました。その為、新しいデザインの庭創りをする
ことにしましたが、庭の部材の整理を行い、新し
い庭創りに取り掛かることとし、準備として一部
のコーナーの改変を計画しました。徐々に始める
計画ですが、季節は待ってはくれません。
　４月６日には第１０、１１グループの函館市で
開催されたＩＭに参加して参りました。「若い世
代の視点と女性会員の視点からの提言」との演題
で武部幸紀地区若い世代会員増強委員長と、日浅
尚子地区女性会員増強委員長よりご講話をいた
だき、今後の会員増強に大いに役立てる内容と
なっていました。
　また同日の６日と７日には小樽の朝里川温泉で
新会員合宿セミナーが開催されました。初日は、第
１０、１１グループのＩＭに参加していた為、参加
が叶いませんでしたが、夜のうちに小樽に帰省し、
７日の朝から参加させて頂きました。当日はグ
ループセッションが行われ、夫々の発表に参加す
ることが出来ました。新人研修は、新人だけではな
くロータリーを理解して頂く上で、大切な研修で
あると感じた次第です。
　４月１３日は第６グループのＩＭに参加させ
て頂き、福井敬悟パストガバナーによる「公共イ
メージの向上について」の基調講演が行われ、懇
親会では第６グループの佐藤慶一ガバナー補佐
によるサプライズのピアノ演奏も披露され、大い
に盛り上がりました。
　１６日はガバナー指名・諮問委員会、１８日か
らは東京で開催されたクラブ活性化ワーク
ショップに参加致しました。翌１９日午後にはガ
バナー会議に出席し、日本国内の関連組織と密に
連携し全体として連携の効率化を図ることを目
的に、組織連携委員会規約が決議されました。今
回の会議では、ガバナー会に関係の深いロータ

リーの関連組織の活動内容について改めて理解
を深めさせて頂きました。
　２０日には地区ＲＬＩの修了式、懇親会に参加
し楽しいひと時を過ごさせて頂きました。
　２１日には地区職業奉仕委員会主催の「第２回
職業奉仕研修会」がＺＯＯＭにて開催され、玉井
清治ガバナーノミニーによる「決議２３－３４」
の演題でご講演いただき大変好評のうちに終了
いたしました。
　同日の午後には、札幌市に於いてローターアク
トとカナダから来日された交換留学生との交流会
に参加させて頂きました。写真はその時の様子で
書道体験などの交流を楽しく行っておりました。
　今月はガバナー指名委員会において、札幌ロー
タリークラブより　古野重幸氏の推挙を受け２
０２６－２７年度ガバナー就任が決まった事は
大変喜ばしいこととなりました。

国際ロータリー２５１０地区

国際ロータリー第２５１０地区
２０２３ー２０２４年度地区目標
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１．クラブの戦略計画を打ちたて、会員増強を実現しよう

２．ポリオデーに参加しよう

３．地域に根ざした青年奉仕を充実させよう

４．オンリーワンチャレンジをみつけよう
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第６グループＩＭ報告
ＩＭ実行委員会　幹事　米山　幸宏（小樽 RC）

　２０２４年４月１３日（土）、小樽ＲＣのホストにより、グランドパーク小樽にて第６グルー
プのＩＭを開催いたしました。ご来賓として松浦光紀ガバナー、福井敬悟パストガバナーにご
臨席を賜り、岩内ＲＣ・倶知安ＲＣ・小樽南ＲＣ・小樽銭函ＲＣ・蘭越ＲＣ・余市ＲＣ・小樽Ｒ
Ｃの各クラブより１５６名の会員のご登録をいただきました。最初に佐藤ガバナー補佐よりご
来賓並びに参加クラブの紹介と渋谷繁男小樽ＲＣ会長の歓迎の挨拶に続き、佐藤ガバナー補佐
より本年度のＩＭのテーマ「ロータリーと公共イメージ」の趣旨説明を含めた挨拶を頂きまし
た。その後、松浦ガバナーよりご丁重なるＩＭ開催へのご祝辞を頂きました。
　休憩を挟み、公共イメージ向上委員会カウンセラーの福井パストガバナーから「公共イメー
ジの向上について」をテーマに基調講演をして頂きました。その後、各クラブより今年度の活
動をご報告いただき、その活動をどのように公共イメージ向上に繋げているかフォーラム形式
で質疑を行いました。そののち松浦ガバナーより本日のＩＭに対する講評を頂きました。最後
に佐藤ガバナー補佐より次期ガバナー補佐と次期開催地のご紹介をし、次期開催地の山田一晴
蘭越ＲＣ会長のご挨拶を頂き、松倉弘ＩＭ副実行委員長の閉会の言葉と佐藤ガバナー補佐の点
鐘で終了いたしました。
　その後、懇親会へと移動し、杉江俊太郎ＩＭ実行委員長のご挨拶、松浦ガバナーによる乾杯
で懇親会の幕が上がりました。途中、佐藤義久次期ガバナー補佐から各クラブの次期会長・幹
事をご紹介いただき、アトラクションでは「旅するピアノ」の皆様による素敵なピアノ演奏と
歌声、そして佐藤ガバナー補佐も演奏に参加するサプライズもあり、終始和やかにクラブを越
えた歓談は続き、和気あいあいの内に時間が進行しました。安田友美子ソングリーダー、佐藤
ガバナー補佐によるピアノ伴奏で「手に手つないで」の輪が会場いっぱいに広がり、最後に秦
健一郎小樽ＲＣ次期会長の言葉で懇親会が閉会となりました。
　この紙面をお借りして、今年度のＩＭ開催にご協力いただいた各クラブそして会員の皆様に
感謝申し上げます。

ロータリー財団へのご協力に感謝申し上げます

マルチプル･ポール･ハリス･フェロー
岩見沢ＲＣ　大作　佳範　会員　　（５回） ３月２６日
静内ＲＣ　　山口　央志　会員　　（１回） ３月１５日
白老ＲＣ　　加藤　恭久　会員　　（４回） ３月２６日

ポール･ハリス･フェロー
長万部ＲＣ　木幡　正志　会員　　３月２６日

メジャードナー
札幌西北ＲＣ　　小林　秀樹　会員　　レベルⅠ　３月２日

米山功労者　
札幌北ＲＣ　　出村　知佳子　会員　（１７回） ３月１７日
札幌手稲ＲＣ　大塚　哲也　　会員　（２回） 　３月２９日
札幌清田ＲＣ　真鍋　昌市　　会員　（３回） 　３月２８日

米山記念奨学会へのご協力に感謝申し上げます

米山功労クラブ　
札幌北ＲＣ　　第３４回　　3 月 17 日

ベネファクター
函館東ＲＣ　　　國谷　大輔　会員　　３月２７日
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手っ取り早くブランディング 

 
 

第 3地域 ロータリー公共イメージコーディネーター補佐 深尾 兼好 （鹿児島西 RC） 

 
先日、地域リーダー会議で東京にメンバーが集まった折、面白い議論が持ち上がりました。

「正式ロゴのバッジをつけているメンバーがほとんどいないのはどうして」「昔のバッジに愛着が

あるのよね」「横長のバッジはすぐにひっくり返る」「バッグがバッジに引っかかる」「ROTARY と

此れ見よがしに入っているのも気が引けて」「徽章に限りマークのみの使用を認めているのも中途半端」「でもロータリ

ーのブランディングを推進している RPIC、ARPICは正式ロゴのバッジをつけるべきだよね」・・・と喧々諤々。謙譲の美

徳=陰徳を是とした時代から一転して、素晴らしい行為はあらゆる手段を講じて社会に伝えるべしという公共イメージの

向上が叫ばれ始め、その一環としてのブランディングが重要課題となっています。ブランディングとはロータリーの理念

をベースに行動指針を定め視覚や言語を通じて社会の情感にアプローチすること。決してロゴデザインをガイドライン化

し管理するに留まるものではありません。 

私は長年、広告という業界に身を置き、嘗て多くの企業の CI(コーポレート・アイデンティティ)戦略(ブランディングと

いう言葉が一般化する以前の企業のイメージ戦略)に携わってきましたが、MI(マインド・アイデンティティ)=企業理念と

BI(ビヘビア・アイデンティティ)=行動指針、この両者を表現する VI(ビジュアル・アイデンティティ)からなる CIの本質

をなおざりにして、マーク・ロゴだけが無意味に残存する例をたくさん見てきました。世界の有名企業の多くは明確な企

業理念と行動指針を持ち、社員の意識も高く期待通りの事業を展開し、これらをシェアするインパクトのあるコミュニケ

ーションの中でビジュアルとボイスが一貫しています。マークを目にするだけで、メッセージに触れるだけで、その企業の

魅力が見えてきます。これはロータリーのブランディングにも言えることです。手っ取り早くは、社会の話題となるような

奉仕プロジェクトを仕掛け、ロータリーのボイスを意識したメッセージと、ストーリーテリング、自分自身のこととしてロー

タリーでの体験や感動を語る。会場の設営や PR素材は、ビジュアル・アイデンティティを統一し、ロータリーカラーと正

しいロゴを使用する。要所は画像で取り込みネットで配信するだけでいいのです。ブランディングは、ロータリーと社会と

を繋ぐインターフェイス、時々刻々コミュニケーション手段は変わります。嘗ては電車の中でサラリーマンが手にしていた

のは新聞、家庭ではテレビ。ところが今では電車の中では皆がスマホを見て、家庭ではテレビより長時間 SNSにつなが

っています。是非是非お試し下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LGBTQ+の人びとが参加しやすいクラブづくりを 

 
 

第 3地域 ロータリーコーディネーター補佐 大森 克磨 （大分キャピタル RC） 

 
私の職業分類は弁護士です。 

私が所属する大分県弁護士会では、２０２３年１月に研修テーマとして、ＬＧＢＴＱ＋の方々

に関する法的問題が取り上げられました。 

また、同年９月には、この問題が、九州弁護士連合会の定期大会の報告テーマにもなりました。 

私自身も、現在、性別変更手続を手がけており、ＬＧＢＴＱ＋の方と接しておりますが、ＬＧＢＴＱ＋の方々は既に身近

な存在となっております。 

さて、「LGBTQ+の人びとが参加しやすいクラブづくりを」（寄稿者：グラント・ゴディノ［オーストラリア］会員）というタ

イトルの記事を目にしたのは、３、４年前のことで、おそらくロータリーの友ではなかったかと思います。 

ロータリーは、「多様性、公平さ、インクルージョン（DEI）の原則」を大切にしておりますし、また、ロータリーは、ハラス

メントのない環境を維持することに力を注いでおります。 

ロータリーの捉えるハラスメントとは、「大まかに定義すると、個人またはグループを、以下の特性に基づいて、言葉で

あれ身体的であれ、脅迫、中傷、侮辱または攻撃する言動を指す：年齢、民族、人種、肌の色、障がい、宗教、社会経済

的地位、文化、性別、性的指向、または性自認。（ロータリー章典２６．１２０．会合、行事、または活動におけるハラスメント

のない環境から抜粋）。」とのことです。 

しかし、ＬＧＢＴＱ＋の方々への接し方はＤＥＩの観点からだけではありません。 

ＬＧＢＴＱ＋の方々の人口割合は、２０２２年鹿児島県弁護士会の調査

では全人口の約８％、２０２３年電通ダイバシティ・ラボ調べでは約９．７％、

と推定されており、数字のブレは多少あるものの、相当数いらっしゃいま

す。 

私はロータリーコーディネーター補佐であり、その任務は、ロータリーコ

ーディネーターを補佐して、会員増強や戦略計画策定の普及などを図るこ

ととなります。 

日本では、女性（この場合は生まれながらに与えられた性が女性）の会

員が１０％に満たず、女性のロータリアン獲得を目指さなければなりません

が、上記の数字をみれば、ＬＧＢＴＱ＋の方々も大きな会員増強のターゲッ

トであることが分かります。 

ＬＧＢＴＱ＋の方々は、我々ロータリーにとっては、ＤＥＩの問題だけでは

なく会員増強のターゲットと考えるべきと思います。 

 

 

 

                                                （九州弁護士連合会での配付資料） 

54



GOVERNOR’S Monthly LetterGOVERNOR’S Monthly Letter

 

手っ取り早くブランディング 

 
 

第 3地域 ロータリー公共イメージコーディネーター補佐 深尾 兼好 （鹿児島西 RC） 
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ポール・ハリス・ソサエティ(以降 PHS とする)へのご協力をお願いします。 

 
 

第 3地域 ロータリー財団地域コーディネーター補佐 吉原 久司 （尾道 RC） 

 
PHS とは毎年継続的に 1,000米ドル以上を年次基金、ポリオプラス基金、ロータリー災害

救援基金、財団が承認した補助金のいずれかに寄付して下さるロータリー会員とロータリー財

団支援者を認証するものです。 

2013年に創設されて以来 PHSは大きく成長してきました。その寄付額はロータリー財団年

次基金の 21％、財団への寄付全体の 20％を占めています。PHSの会員数は 2014年に 10,607人(84か国)でし

たが 2023‐24年度には 32,000人以上(154か国)にまで増えています。世界の PHS会員数の上位国は①米国

15,530②韓国5,805③インド 1,705④日本 1,396名となっています。（2023年 11月 1日現在） 

PHSに入会には入会時に一括で 1,000米ドルを寄付する必要はなく、各年度に合計が 1,000米ドルとなるように、

どのように寄付するかは寄付者が決めることが出来ます。その後の年度も、一括で 1,000米ドルでも、ロータリー年度

末までに少額を何回かに分けても、どちらでも結構です。入会方法はマイロータリーPHSのページから開くことが出来

ますし各地区のガバナー事務局からも手続きをとることが出来ます。認証方法は地区単位で行われるプログラムであ

り、贈呈の方法は各地区で異なります。ガバナー並びにエレクトの皆様は地区大会などの公式行事の際に認証式を行う

など積極的に取り組んで頂きたいと思います。 

ポール・ハリスは、「どんな白昼夢でも、それが良い夢で、実現させることが出来るのなら、悪い癖とは言えない」と言っ

たそうです。ロータリーでは、地元や世界で素晴らしいプロジェクトや活動を行うことで、夢を実現しますが、これは、ロ

ータリアンや支援者の方々の惜しみない寄附があるからこそ可能となります。ぜひ皆様方には PHSの精神をお汲み取

り頂き入会をして頂けるようお願い申し上げます。 

 

 



GOVERNOR’S Monthly LetterGOVERNOR’S Monthly Letter

76

 

ポール・ハリス・ソサエティ(以降 PHS とする)へのご協力をお願いします。 

 
 

第 3地域 ロータリー財団地域コーディネーター補佐 吉原 久司 （尾道 RC） 

 
PHS とは毎年継続的に 1,000米ドル以上を年次基金、ポリオプラス基金、ロータリー災害

救援基金、財団が承認した補助金のいずれかに寄付して下さるロータリー会員とロータリー財

団支援者を認証するものです。 

2013年に創設されて以来 PHSは大きく成長してきました。その寄付額はロータリー財団年

次基金の 21％、財団への寄付全体の 20％を占めています。PHSの会員数は 2014年に 10,607人(84か国)でし

たが 2023‐24年度には 32,000人以上(154か国)にまで増えています。世界の PHS会員数の上位国は①米国

15,530②韓国5,805③インド 1,705④日本 1,396名となっています。（2023年 11月 1日現在） 

PHSに入会には入会時に一括で 1,000米ドルを寄付する必要はなく、各年度に合計が 1,000米ドルとなるように、

どのように寄付するかは寄付者が決めることが出来ます。その後の年度も、一括で 1,000米ドルでも、ロータリー年度

末までに少額を何回かに分けても、どちらでも結構です。入会方法はマイロータリーPHSのページから開くことが出来

ますし各地区のガバナー事務局からも手続きをとることが出来ます。認証方法は地区単位で行われるプログラムであ

り、贈呈の方法は各地区で異なります。ガバナー並びにエレクトの皆様は地区大会などの公式行事の際に認証式を行う

など積極的に取り組んで頂きたいと思います。 

ポール・ハリスは、「どんな白昼夢でも、それが良い夢で、実現させることが出来るのなら、悪い癖とは言えない」と言っ

たそうです。ロータリーでは、地元や世界で素晴らしいプロジェクトや活動を行うことで、夢を実現しますが、これは、ロ

ータリアンや支援者の方々の惜しみない寄附があるからこそ可能となります。ぜひ皆様方には PHSの精神をお汲み取

り頂き入会をして頂けるようお願い申し上げます。 

 

 



98

 



98

 



GOVERNOR’S Monthly LetterGOVERNOR’S Monthly Letter

10/31

訃報
謹んでお悔やみ申し上げますとともに

心からご冥福をお祈りいたします

会員氏名　丹治　秀一　（千歳ＲＣ）

逝去日　　　　２０２４年４月１９日

ロータリー歴　１９７２年９月　入会

　　　　　　　１９８４～８５年度　会長

　　　　　　　１９８３～８４年度　副会長

　　　　　　　

委員長歴　　　分収造林組合組合長、環境保全委員長、　　

　　　　　　　ＳＡＡ委員長、ロータリー財団委員長、

　　　　　　　職業奉仕委員長、ロータリー情報委員長

表彰歴　　　　ロータリー財団

　　　　　　　マルチプル・ポール・ハリス・フェロー (４回 )

　　　　　　　米山功労者

会員氏名　武田　邦彦　（滝川ＲＣ）

逝去日　　　　２０２４年４月６日

ロータリー歴　１９７５年３月３日　入会

                     　　　　　　　　　　（チャーターメンバー）

　　　　　　　１９７７～７８年度　副幹事　　　　　　　

　　　　　　　１９７８～７９年度　幹事

　　　　　　　１９７９～８０年度　ＳＳＡ委員長

　　　　　　　１９８２～８３年度　ロータリー財団委員長

　　　　　　　１９８６～８７年度　出席委員長

　　　　　　　１９８９～９０年度　副会長

　　　　　　　１９９０～９１年度　会長エレクト

　　　　　　　１９９１～９２年度　会長

　　　　　　　１９９４～９５年度　情報委員長

表彰歴　　　　ポール・ハリス・ソサエティ

　　　　　　　ベネファクター　　(１回 )

　　　　　　　マルチプル・ポール・ハリス・フェロー (２回 )

　　　　　　　米山功労者マルチプル（４回）　　　

新会員のご紹介

千歳ＲＣ
本田　嘉彦

令和6年４月２５日
ハンドリング
旅客サービス

千歳ＲＣ
鈴木　美輝

令和6年４月２５日
旅客サービス

千歳ＲＣ
宮﨑　知宏

令和6年４月１８日
ビール製造

千歳ＲＣ
小林　雅樹

令和6年４月１８日
ガス事業

千歳ＲＣ
桑畠　義人

令和6年４月２５日
電力事業

恵庭ＲＣ
田中　芳憲

令和6年４月 1７日
北海道議会議員

室蘭東ＲＣ
藤井　聡之

令和6年４月１０日
住宅情報業

※入会日順

室蘭東ＲＣ
中村　卓也

令和6年４月１０日
飲食業

滝川ＲＣ
清水　剛

令和6年４月１１日
金融業

滝川ＲＣ
土佐　文平

令和6年１月１１日
福祉サービス業
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新会員のご紹介

千歳ＲＣ
本田　嘉彦

令和6年４月２５日
ハンドリング
旅客サービス

千歳ＲＣ
鈴木　美輝

令和6年４月２５日
旅客サービス

千歳ＲＣ
宮﨑　知宏

令和6年４月１８日
ビール製造

千歳ＲＣ
小林　雅樹

令和6年４月１８日
ガス事業

千歳ＲＣ
桑畠　義人

令和6年４月２５日
電力事業

恵庭ＲＣ
田中　芳憲

令和6年４月 1７日
北海道議会議員

室蘭東ＲＣ
藤井　聡之

令和6年４月１０日
住宅情報業

※入会日順

室蘭東ＲＣ
中村　卓也

令和6年４月１０日
飲食業

滝川ＲＣ
清水　剛

令和6年４月１１日
金融業

滝川ＲＣ
土佐　文平

令和6年１月１１日
福祉サービス業
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3月会員数・例会数報告

ガバナー事務所からお願い
１．クラブの例会・会員数報告について
　毎月の最終例会から 15 日以内にガバナー事務所へ
FAX かメールにて提出するようにお願い致します。

２．変更等のご報告について
　新会員、退会者、会員資格変更、クラブ事務所、例
会場、例会日、時間の変更、会長、幹事等の移動の場
合、所定の手続きによりご報告下さい。新しく会員が
入会された時は写真を同封の上、氏名、入会日、職業
分類をお知らせ下さい。
　また、会員にご不幸があった場合には、氏名、年齢、
ロータリー歴、お写真を至急ご報告くださいますよう
お願い致します。

３．クラブの移動例会等について
　地区ホームページにフォームがありますので、アク
セスしてご連絡下さい。地区ホームページ⇒クラブ情
報⇒例会変更フォーム の順でアクセスできます。

（ホームページにアクセスが難しい場合は FAX、メー
ルでお送り下さい）
４．各月ごとのクラブ会報について
当該月の最終例会終了後、まとめて毎月ご送付下さい。
５．ガバナー月信への原稿寄稿について
　特にクラブの活動、トピックス、地域内の話題等、
400 字前後に写真１～２枚をご同封願えればと考えて
います。原稿締切り日は毎月５日です。

（メールでのご連絡にご協力ください）

ガバナー事務所
〒060-0042　札幌市中央区大通西 11 丁目 4　大通藤井ビル 7 階
TEL(011)207-2510 ／ FAX(011)207-2512
E-mail：rid2510@pxva.ne.jp　執務時間：午前 10 時 ～ 午後 5 時 30 分 ( 土・日・祝日休み )

最新ロータリーレートは地区 HP をご覧ください

例会場変更のお知らせ
岩内ロータリークラブ

会長　井筒　　徹
　　幹事　山本　満弘

この度、２０２４年４月２５日より例会場を下記に変更となりましたのでご報告申し上げます。

記

　新例会場　　あづまビルディング３F　aduma building
　　　　　　　〒０４５ー０００３
　　　　　　　岩内郡岩内町万代３－６

　　　　　　　TEL  ０１３５ー６２ー１７４４　FAX ０１３５ー６７ー７７３１

　尚、例会日時（木曜日１２：３０～）には変更はございません。
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編集後記

　ガバナー月信委員会のある小樽では、春の訪れを感じる日が増え雪もすっかり溶けました。
桜はすでに散ってしまいましたが、まだ肌寒い日が続いています。同じ第２５１０地区でも、
羽幌と函館やえりもでは気候が大きく違いますので、ひとこと春と言っても皆様の地域で感じ
られる風景は様々なことでしょう。
　今回でガバナー月信は、第１１号の発行となりました。最終号となる第１３号まで残り３号
となり、終わりが見えてきたものの過去の月信を振り返ってみますと、発行が遅延することも
あり、編集委員会としては成長しているのか自問することもございます。
　地区事務所や地区幹事の皆様の温かいサポートに支えられて、何とかここまでやってくるこ
とができました。本当にありがとうございます。
　残りの号も引き続き気を引き締めて、皆様にご満足いただける内容をお届けできるよう、一
層努力してまいります。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

ガバナー月信委員会　中山　仁史

ガバナー事務局だより

　４月も終わりＧＷも終わった時点で５月号原稿を書かせていただいております。本当は毎月
下旬には原稿を提出しなければならないのですが、毎回遅れている事、ガバナー事務局からも
お詫び申し上げます。
　さて、５月には１１日札幌真駒内ＲＣ創立５０周年記念式典、１８日岩見沢ＲＣ創立７０周
年記念式典とお祝い事が続きます。その後、５月２５日から世界中のロータリアンとロータリー
ファミリーが集うＲＩ国際大会が、東南アジアの拠点都市シンガポールで行われます。本地区
より４０名ほどのロータリアンが、好意と友情を深めてまいります。
当初、私も参加予定でしたが、前号でもご紹介した通り足首骨折により、残念ながら断念する

事となりました。どうにか退院まではこぎつけましたが、まだまだリハビリが続いている毎日です。
　あと２ヶ月、走り抜ける事？？？はできなくなりましたが、ゆっくり歩きながら松浦ガバナー
のお供に徹したいと思います。

地区代表幹事　斎藤　仁

GOVERNOR’S Monthly Letter

14 15

地区カレンダー５・６月

1 （水） 1 （土） 栗沢RC創立60周年記念式典

2 （木) 2 （日） 第1グループIM(深川)

3 （金） 憲法記念日 3 （月）

4 （土） みどりの日 4 （火）

5 （日） 子どもの日 5 （水）

6 （月） 振替休日 6 （木)

7 （火） 7 （金）

8 （水） 8 （土） 第7グループIM（恵庭）

9 （木) 9 （日）

10 （金） 10 （月）

11 （土） 札幌真駒内RC創立50周年記念式典 11 （火）

12 （日） 12 （水）

13 （月） 13 （木)

14 （火） 14 （金）

15 （水） 15 （土）

16 （木) 16 （日） 現新引継会議（札幌）

17 （金） 17 （月）

18 （土） 岩見沢RC創立70周年記念式典 18 （火）

19 （日） RLIセミナー卒後コース 19 （水） 新札幌RC創立40周年記念式典

20 （月） 20 （木) インターアクト年次大会（札幌）～21日

21 （火） 21 （金）

22 （水） 22 （土） ローターアクト年次大会（札幌）

23 （木) 23 （日）

24 （金） 24 （月）

25 （土） 国際大会（シンガポール）～29日 25 （火）

26 （日） 26 （水）

27 （月） 27 （木)

28 （火） 28 （金）

29 （水） 29 （土）

30 （木) 30 （日）

31 （金） RYLAセミナー（小樽）～6月2日

5月　青少年奉仕月間 6月　ロータリー親睦活動月間
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表紙の解説

写真：© 中山  仁史 /K２.

春の朝里川ダム

まだ雪が残る余市岳。ダムは雪解け水で水が満ちており、朝里川はその放水によってゴーっと
いう音を立てながら激流を形成しています。公園では、人々がテニスを楽しんだり、開花した
ばかりの桜など自然景観を楽しむ姿が見えます。

写真：© 中山  仁史 /K２.
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地域に希望を育てよう！
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